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９月27日(日) 放送大学埼玉学習センター平成
2７年度第１学期卒業証書・学位記授与式を当
センター８階講堂において開催しました。

今期の学部卒業者95名のうち51名の皆様の
出席を頂き、出席された卒業生一人ひとりに渋
谷所長から学位記が授与されました。

渋谷所長、武内同窓会長からの祝辞に、1回
目の初めての卒業の方から今回が5回目の卒業
となられた方まで、皆さんそれぞれ感慨深そう
な表情に溢れていました。

式の後、専攻・コース毎に記念写真に納まり、
多くの方々が埼玉SC同窓会主催の祝賀会にも
参加され、センター所属の客員の先生方と時間
も忘れて楽しく歓談されました。

10月３日(土) 放送大学埼玉学習センター平成27年度第
２学期入学者の集いを８階講堂で開催しました。

当日は学部６７名、大学院８名の計７５名の新入学、再
入学の皆さんが出席され、不安、期待、自信等々････
様々な表情を伺うことが出来ました。

概ね１時間の式典終了後、９階フロアで学生サークルに
よる熱心な会員募集、活動紹介が行われました。
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〔金剛賞〕１名

宮本 義昭 様

〔金 賞〕３名

髙橋 三夫 様 冨岡 慶子 様

山口 恵子 様

〔銀 賞〕６名

伊藤佐智子様 上田のり子様

篠崎 弥生 様 榑井 博 様

野村 洋子 様 森永 清美 様

一つの坂を超える事が出来ました
野村 洋子

今回、生涯学習奨励賞を受賞するにあたり一体、「何
時、大学に入学したのだろう」 と改めて振り返って見ると
平成１０年に入学し、かれこれ１６年の長い年月が経って
いる事に改めてびっくりしました。きっかけは仕事先の友
人が放送大学で勉強を始めた事にあります。丁度仕事も
社会も変わりつつある時期で不安に思っていた時でもあり
「そうか、自分自身を鍛えて置けば多分社会の大きな変革
にも柔軟に対処出来るのではないか」と思った事がきっか
けでした。入学試験もなく自分のペースで学習を進められ
ると云うのが大きな魅力でした。
通勤電車の中で教科書を読み、週２日の休みの内必ず

１日は学校へ出向き視聴学習室にてビデオを見、テープ
を聞きただひたすらモクモクと過ごしました。今迄は、会社
と家庭と子育てしか知らなかった世界に、各分野の専門
の先生方の授業内容を知るに連れて視野が薄皮を剥ぐよ
うに広がって行くのは大きな喜びでした。
会社を退職してポッカリ空いた心と時間の空間を「学生

なのだから生活の重心を学習に充てよう」と、自分自身に
言い聞かせ乗り切る事が出来ました。
今後は色々学生方と交流しつつより幅広い充実した学

生生活を楽しみたいと思います。

生涯学習奨励賞受賞者

「生涯学習奨励賞」 とは

埼玉学習センター所属の学生が複数の専攻・コース若しく
はプログラムを卒業又は修了したとき、以下の区分により所長
が表彰する埼玉学習センターの制度です。
○金剛賞 ・・・ 全ての専攻･コース若しくはプログラムを卒業

又は修了した者
○金 賞 ・・・ １専攻･コース若しくはプログラムを残して卒業

又は修了した者
○銀 賞 ・・・ ２専攻･コース若しくはプログラムを残して卒業

又は修了した者
○銅 賞 ・・・ ３専攻･コース若しくはプログラムを残して卒業

又は修了した者

宮本 義昭

高専、大学、大学院、そして仕事まで理科系どっぷりで、

人文系の教養が不足していると感じていたところ放送大学
が開校されると聞き、早速１期生として入学手続きをしたと
ころ、急遽転勤となり入学を保留。その後帰京して1989年
２学期に入学。当初は、選科履修生でしたが、サークルに
入り学友が増えたり、だんだん興味が増したりし全科履修
生になりました。
入学した1990年代前半は今のようにインターネットをベー

スにしたSNS、LINEのようなコミュニケーションツールがなく、
電話モデムを介したパソコン通信、掲示板とかで日ごろあ
えない学友とコミュニケーションしていたことが懐かしい想
い出です。また、そんな仲間のおかげで、目標としていた6
コース卒業を達成することができました。サポートしていた
だいた皆様に感謝申し上げます。

「ライフワークの放送大学」
髙橋 三夫

私は、今回の卒業で学部５回、大学院１回、計６回の
卒業（修業）となる。今年の１０月からは、心理と教育コー
スを学ぶことにした。

三男であり、「お前はここに居て親の面倒を見る必要
はない」ということで、群馬県の高校を卒業後、単身埼玉
に出て就職したが、やはり色々な面で大卒との「差」を感
じていたとき「放送大学」の存在を知った。

早速申込みをして学び始めたが、授業内容が大変充
実しており、会社での実際の業務と結びつきも多く、教授
陣も多彩であり大変有意義に学ぶことが出来た。以来、
途中選科履修生として過ごしたときもあったが、ずっと放
送大学とはおつき合いをさせて頂いている。（１９９１年～
現在まで）

恐らく、学ぶことが出来ないような状況にならない限り
続けるだろうと思う。

　埼玉学習センターでは、複数の専攻・コースを
卒業・修了された方を表彰する「生涯学習奨励賞」
の制度を設けています。
　平成 2７年度第１学期卒業生からも 10 名の
皆様が表彰されました。受賞された皆様、誠におめ
でとうございます。受賞された方からコメントを
お寄せ頂きましたので掲載させて頂きます。
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第９回埼玉フェスタが10月10日（土）・11日（日）の両日にわたって開催されました。
４月以降、フェスタ実行委員会における再三の議論、調整を経て、今年度は新たな

企画 『ジャズ生演奏』 が加わって大変な盛り上がりでした。
当日の様子を写真でご紹介させていただきます。残念ながら今年のフェスタに来

所できなかった皆様、是非とも来年度は足を運んでいただき、一緒にフェスタをお楽
しみいただけたらと、実行委員会スタッフ並びにCSC一同心よりお待ちしています。
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★ 新任挨拶 山 口 德 晃

本年７月１６日から、放送大学埼玉学習センター教務係長と

して着任いたしました山口と申します。放送大学での勤務は初

めてとなります。着任からの日も浅く、ご期待にそえないところ

も多々あるかと思いますが、ご指導をいただきながら、早く皆

様のお役に立てるよう努めたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

★ 退任挨拶 菅 原 雅 人

７月から埼玉大学で働いております。埼玉学習センターでの

３年間、皆さまには大変お世話になりました。学生の方々はい

ろいろな目標を持って放送大学へ入学されますが「学びたい」

事務職員が交替しました

１０月１５日(木)

埼玉学習センターの学生研修旅行が今年も

実施されました。今回の目的地は山梨県です。

(1) 山梨県立リニア見学センター (2) 山梨県立美術館

「リニア開発の現状に触れ、ミレーの魅力に開眼する」

をテーマとした募集は受付初日で満席となる大盛況。

まさかの初日満席で、残念ながら申し込みに間に合わな

かった皆さんには “申し訳ありません” でした。

今回はいつもよりちょっと高めの参加費でしたが、

美味しい昼食メニューと充実したプログラムに参加され

た皆さんは充実の一日を過ごされたようでした。

という意欲は共通しております。放送大学の学びは自宅学習

が中心ですが、たまには図書室を利用したり学生団体・サー

クル活動にも参加され、多くの友達を作ることをお勧めします。

埼玉学習センターの益々の発展と、皆さまのご健勝ご多幸を

お祈り申し上げます。

★ 退任挨拶 勝 山 佳 子

５年前不安と期待を抱え、埼玉学習センターで社会人として

第二のスタートを切りました。私は、人生の先輩方とお話しす

ることが、何よりも好きでした。それは、社会人としてさらに私

を成長させてくれました。そして皆さんの勉強に取組む姿勢に

は、いつも頭の下がる思いでした。どうぞこれからも健康に気

をつけて、学修を続けて下さい。お世話になりました。

★ 退任挨拶 及 川 ひかり

この度、１０月３１日をもちまして、埼玉学習センターを退職

いたしました。平成２４年４月に着任し、３年７ヶ月間、１年目

は総務係員として大学職員のいろはを学び、２年目以降は教

務係員として、学生、先生方と直接に関わりながら、より良い

学園づくりに努めて参りました。とても充実した日々でした。

この場をお借りし、お世話になった多くの皆様に御礼を申し上

げると共に、今後益々のご活躍をお祈りいたします。ありがと

うございました。

教務係長 （平成27年7月）

新任 山 口 德 晃 退任 菅 原 雅 人

教務係員 （平成27年10月）

新任 村 井 朝 子 退任 勝 山 佳 子

教務係員 （平成27年11月）

新任 松 村 聡 子 退任 及 川 ひかり
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サ ー ク ル 紹 介

熟年会の主な活動は三つ
１．定例の勉強会（毎月第2火曜日に開催）13時からの

定例連絡の後、13時30分頃から16時ころまで幅広い
テーマ（政治、経済、科学、文学、旅行、園芸、趣味
など会員による自主・自由発表、自由テーマによる討
論、外部講師による講演など）についての勉強会を行
っています

2．パソコン教室（原則第2火曜日以外の火曜日に開催）
“パソコン楽習会”として10時～15時の間、文書作成

やインターネットの利用・応用を初心者中心として、
実習室のパソコンを使って開催しています。ベテラン
会員が納得できるまで丁寧に指導し楽しく学んでいま
す

3．イベント・懇親会（月1回程度不定期に実施）お花見、
ハイキング、文学散歩、施設見学、忘年会などを適宜
開催して親交を深めています。また、毎月定例会やパ
ソコン楽習会の後で懇親会（自由参加）も開きます
◎ 年会費3,000円（下期入会は初年度1,500円：

入会金はありません）

代表者 及び 連絡先

大島 祥市

048-622-7853（梶浦）

スポーツや体操、ダンスのサークルは活動に
よって大学の単位が付与されるようですが「ラ
ルゴ」にはその特典もありません。

先日行われたフェスタでは各サークルの成果
が発表され、その質の高さに驚かされましたが
「ラルゴ」には発表するような成果そのものが
ありません。

今回広報誌で紹介してくれるとのことで筆を
とっていますが、はて困った、サークルをアピ
ールするものが何もない。

思想信条、政治、宗教、コマーシャルとも無
縁。義務もない、ノルマもない、比較も評価も
ない。・・・なにせ「ラルゴ」ですから・・・

水曜日の午後1時半から3時まで講堂で活動し
ています。

覗きに来ませんか、きっと癒されますよ。

勇気ある60歳がいる 青春の真っ只中
歳を重ねただけで人は老いない
夢を失ったときはじめて老いる

胸をときめかせ
未知の人生に挑戦する喜び

代表者 及び 連絡先

高山和彦

0495-22-4809
埼玉学習センターで友人を作り、交流を深めて楽しく

学びかつ遊ぼうという前向きな人たちが集まっています。
（特に年齢制限、住所制限はありません）

放送大学に入って3年目、ラルゴの会長2年目のフレッシュマンと言っても現在73歳。おかげさまで元気でおり
ます。現職のころから児童福祉に関わって来ましたが埼玉で「ラルゴ」と云うと、先ず越谷市にあるフリースクー
ルが頭に浮かびます。もともとは「きわめてゆるやかなテンポ」という音楽用語とのことですが、そのせいでしょ
うか昔発売された「ラルゴ」という自動車はあまり人気がでなかったとか・・・
「ラルゴ」の活動はその言葉通り、あくまでも「ほぐし」であり、鍛えたり、強化するようなものではありません。
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各種証明書・学割証の発行について

各 種 証 明 書 の 発 行 は 、学 習 センターで 行 っ て い ま す 。( 郵 送 可 )
学 割 証 の 発 行 は 全 科 履 修 生・修 士 全 科 生・博 士 全 科 生 が 対 象 で す 。

各種証明書

―学習センター窓口での発行手続― ☆以下を持参して下さい。

●学生証（卒業・修了生は身分証明書） ●所要事項を記入した「諸証明書交付願」

●発行手数料（一通につき200円）

―郵送での発行手続― ☆以下を送付して下さい。

●所要事項を記入した「諸証明書交付願」●発行手数料（一通につき200円）分の郵便小為替

●切手貼付、宛名明記の返信用封筒（長4型）

※ 即日発行可能のもの、２週間ほど期間を要するものがあります。事前に確認の上、ゆとりをもって交付申請
して下さい。

各種証明書

全科履修生・修士全科生・博士全科生が、自宅から学習センター又は大学本部等への通学、面接授
業の受講など、修学上必要とされる場合に使用できます。 （※ 休学中は使用できません）
区間は目的地への最短経路で、往復が同一の経路の場合に限ります。

【乗車券の種類】
・普通回数乗車券（11枚つづり、片道区間が200km以内の場合）
・普通乗車券（片道区間が100kmを超える場合） が通常料金の２割引となります。

―学習センター窓口での発行手続― ☆以下を持参して下さい。

●学生証 ●必要事項を記入した「学割証等発行願」（※ 事務室窓口にもあります）

―郵送での発行手続― ☆以下を送付して下さい。

●学生証のコピー ●必要事項を記入した「学割証等発行願」

●切手貼付、宛名明記の返信用封筒

※ 卒業研究、研究指導及びゼミ出席等の場合は、指導教員から指示のあった事を示すものの提出が必要です。
※ 使用開始日を確認の上、ゆとりを持って交付申請して下さい。

学 割 証

郵送（第四種郵便）による放送教材の貸出について

ご希望の方は、下記の要領で手続きして下さい。

対 象 者 ：埼玉学習センター所属の学生 （休学中及び貸出放送教材の返却が遅れている方は利用できません）

貸出範囲：履修している科目・再試験科目 （試験期間終了後から学期末までは、全ての科目が借りられます）

貸出枚数：３枚まで
貸出期間：センター発送日から、センター到着日含めて９日間
送 料：往復分とも申込者（学生）の負担
申込方法：「郵送（第四種郵便）による放送教材貸出申込書(※)」に必要事項を記入し「学生証

のコピー｣を貼付のうえ、送料分の切手を同封し埼玉学習センターへ送付して下さい。
※「申込書」は埼玉学習センターのホームページからもダウンロードできます。

埼 玉 学 習 セ ン タ ー で は 、 郵 送 に よ る 放 送 教 材 の
貸 出 を 行 っ て い ま す 。 有 効 に ご 利 用 下 さ い 。

詳細は学生生活の栞、ホームページ等でご確認下さい。
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平成27年度第２学期単位認定試験について

試 験 日 程 、 受 験 に 必 要 な も の 等 を よ く ご 確 認 下 さ い 。
図 書 及 び 放 送 教 材 が 貸 出 停 止 に な り ま す 。 ご 注 意 下 さ い 。

オープンキャンパス・一般公開講演会のお知らせ !!

下記の通りオープンキャンパスを開催します。
友人・知人の方で放送大学に興味をお持ちの

方がおられましたら是非ご案内下さい。
参加の申込みは電話又は事務室窓口でお受け

いたします。

日 時：平成28年1月17日（日）14:00～
平成28年2月 6日（土）14:00～
（両日とも2時間程度）

場 所：放送大学埼玉学習センター9階講義室
（大宮情報文化センター内）

内 容：放送大学概要説明、履修説明
卒業生体験談、個別相談
面接授業見学、施設見学

－大学院の試験日－

平成2８年１月2２日(金)・2３日(土)

－学部の試験日－

平成2８年１月24日(日)～１月３１日(日)
※１月2５日(月)及び、２９日(金)を除く

※ 試験日の約一週間前までに本部から直接送付される
受験票で、科目・日時・試験室等を確認し、同封の
「単位認定試験受験に際しての注意事項」をよく読
み、持ち物等確認した上で受験して下さい。

※ 平成27年度第２学期に登録した科目と再試験科目
の試験日・時限が重なる場合は、いずれか１科目を
選択して受験することとなりますので注意して下さ
い。

◆ 試験を受験する際は「学生証」と「受験票」が必要です。試験前日までに必ず、学生証の交付
を受けて下さい。受験票は本部から、通信指導の合格者に1月上旬に送付されます。

学生証の交付申請をされる新規入学又は継続入学の方は、システムWAKABA上に顔写真が登録されてい
ることを確認のうえ申請して下さい。全科履修生及び修士全科生の方は有効期限（学生証写真下に記載）を
確認し、期限が切れている場合は更新手続きをして下さい。

【手続きに必要なもの】 ※手続は学生本人が行って下さい。

● 新規入学者及び継続入学者・・・入学許可書

● 有効期限切れ更新者（全科履修生、修士全科生等）・・・旧学生証

◆ 上記単位認定試験の実施に伴い、図書資料・放送教材は下記の通り貸出停止となります。

【図書資料】平成2８年１月 ８日(金) ～ １月３１日(日)まで
【放送教材】平成2８年１月1５日(金) ～ １月３１日(日)まで

◆ 各科目ごとに送付された（又は、Web上に掲載された）通信指導を未提出もしくは不合格の場
合は、試験を受験することは出来ません。

オープンキャンパス

埼玉学習センターでは、「人間を考える」を
平成27年度テーマとして様々な公開講演会を
開催しています。

次回以降の開催予定は下記のとおりです。
参加を希望される場合は、埼玉学習センター

ホームページからお申込み下さい。

平成28年1月16日（土）14:00～16:00
演 題：「転ばぬ先の基礎知識

～立位バランスの生涯発達～」
講 師：星 文 彦

（埼玉県立大学保健医療福祉学部教授）

平成28年2月 6日（土）14:30～16:30
演 題：「林 竹二の授業『人間について』をめぐ

って」
講 師：横須賀 薫

（十文字学園女子大学理事・学長）

＊ 会場は、放送大学埼玉学習センター8階講堂

一般公開講演会

なおこの他、埼玉学習センターでは所属教員に
よる一般の方も参加いただける様々なサロンを開
催しています。

埼玉学習センターのHPでご案内していますので
末尾記載のアドレスからご確認下さい。

９



学習室―
学習に必要な情報を科

目別に見ることができ、

修学上生じた質問は、

こちらの「質問箱」を

利用する事もできます。

学内システムを使ってみよう！

http://www.sc.ouj.ac.jp/center/saitama/

埼玉学習センターに関する情報は、ホームページでいち早くお知らせ
しています。是非、ご覧ください。

 
大宮ソニックシティ  

ＪＡＣＫ大宮  

そごう

ダイエー  

 西  口  

大  宮  駅  
東  口  

放送大学埼玉学習センター

〒330-0853 さいたま市大宮区錦町６８２－２
大宮情報文化センター内（受付：１０階）

TEL 048-650-2611 FAX 048-650-2615             

〔システムWAKABA〕

主な機能
・学生カルテ
・科目登録申請
・成績照会
・各種届出

〔学生メール〕

主な機能
・学生メールの

送受信
・大学本部からの

お知らせ

資料室―
「テレビ・ラジオ科目

のインターネット配信

視聴」、「単位認定試

験問題・解答等の閲

覧」などができます。

ヘルプ―
学生生活全般について

よくある質問とその回

答や、このシステムの

マニュアルを見ること

ができます。

事務室―
学生生活や各種手続き、

附属施設の情報など、

大学事務室で公開され

ている情報を見ること

ができます。

談話室―

科目別に、先生や他の
学生とコミュニケーシ
ョンを行うことができ
ます。※2014 年度2学
期以降に一部の科目につい
て試行的に運用予定。

メール(Gmail)―

メール（Gmail）画面

を表示します。この画

面で、未読メールの有

無も表示します。

①まずは放送大学のホームページにアクセス。 ②利用目的に応じた項目を選択し、ログイン。
ログインID及びパスワード
は入学許可書に記載されて
います。ご不明な場合は本
部受付へお問合せ下さい。
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